
令和7年度（2025）年度　博士後期課程入試（入試日程B）出願に関する専攻独自の追加提出物一覧 【国際協力学】

提出物 対象者，備考 提出物 対象者 提出期限，提出方法

・志望調査票

・チェックシート

・研究計画書

【対象者】一般選抜 志願者

・博士課程における研究計画書は，これまでの研究内容を踏まえて入学後の研究テー

マについて記したもの。手書き不可。A4判3枚。

・修士学位論文，または

それに代わる研究論文のコ

ピー

・修士学位論文，またはそ

れに代わる論文の要旨

一般選抜

志願者

【提出期限等】

・出願期間中にＰＤＦファイルでオンライン出願システムにアップロードするか，

2025年1月10日（金）までに admission@dois.k.u-tokyo.ac.jpに提出すること。

【備考】

「修士学位論文の要旨又はそれに代わる研究論文の要旨」はA4で2枚以内，3000字以

内で作成すること。

出身大学の卒業証明書 【対象者】一般選抜 志願者 2名からの推薦状

一般選抜

志願者

（※）

【提出期限】2024年11月18日

【提出方法】

・本専攻のウェブサイトより推薦状の様式をダウンロードし，出願期間最終日まで

に，様式に指定されているメールアドレスに推薦者から直接送信，あるいは専攻宛の

住所に郵送で必着のこと。

【備考】

※現在，本専攻正規課程に在籍する者は提出を免除する。

出身大学院（修士課程）の

成績証明書

【対象者】

・「募集要項」の対象者に加え，本学本研究科修了・修了見込み者が対象。

ＣＨＳＩの

学位認証証明書

中国の教育機

関の出身者

（※）

【提出期限，提出先】

・入学手続き前までにdegree@dois.k.u-tokyo.ac.jpに送付すること。

※本専攻修士課程出身者は不要。

出身大学の成績証明書

（学部）

【対象者】

・「募集要項」の対象者に加え，本学本研究科修了・修了見込み者が対象。

出願にあたっては，募集要項に記載された提出物に加えて，以下の表のとおり，専攻によって，追加の提出物が課される。

以下の表と，各専攻の入試案内書を必ず熟読の上，定められた方法でそれぞれ提出すること。

出願期間中に「オンライン出願システム」により提出する書類等

(※PDFファイルのアップロードによる）

※詳細は各専攻の入試案内書を参照して確認すること

※オンライン出願システムによるアップロード方法は新領域創成科学研究科ウェブサイトで確認すること

専攻指定の方法で提出する書類等

※詳細は各専攻の入試案内書を参照して確認すること
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※オンライン出願システムのＵＲＬ：https://e-apply.jp/e/gsfs/

注：英語スコアの送付方法については，募集要項を熟読すること。

※専攻のホームページ：https://inter.k.u-tokyo.ac.jp/

※上記の表に関する問合せ先：admission@dois.k.u-tokyo.ac.jp

英語テストスコア

※英語テストスコアの提出または TOEFL-ITP の受験

【対象者】一般選抜 志願者（免除対象者あり※）

【提出方法】

・提出方法は募集要項のとおり。

【備考】

・募集要項記載の条件を満たす TOEFL （TOEFL iBT® Special Home Edition を含

む。TOEFL-iBT テストは Test Date スコアのみ。My Bestスコアは認めない）、

TOEIC、IELTS、および Cambridge English Scale、国連英検、英検のいずれかひと

つ。

※ただし、後期中等教育 ( 日本における高等学校に相当 )、大学教育、大学院の修士

課程に相当する教育のいずれか2 つを米、英、豪、加、ニュージーラド、またはアイ

ルランドの教育機関において修了した者または修了見込みの者は、英語テストスコア

の提出を免除する。

・英語テストスコアは、出願期間内に必ずオンライン出願システムでアップロードす

ること。また、公式レポート等を入試前日までに必ず到着するように手配すること。

・TOEFL、TOEIC、IELTS の公式スコアレポートの入手・手配は、募集要項を参照

すること。

・TOEIC、国連英検、英検の公式スコアレポートの原本は国際協力学専攻宛に郵送す

ること。ま た、Cambridge English Scale に つ い て は、Certifying Statementを

admission@dois.k.u-tokyo.ac.jp 宛てに送るよう手配すること。

・または、修士の一般選抜において実施されるTOEFL-ITP の受験をもって英語スコ

アの提出に代えることができる。希望する者は、試験の詳細について修士の一般選抜

に関する記載および当専攻の HP を参照すること。
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